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項  目 内                容 

 

第１章 総 則 

（適用範囲） 

第 1-1 条 

 

（目  的） 

第 1-2 条 

 

 

 

 

 

（一般事項） 

第 1-3 条 

 

(管理技術者) 

第 1-4 条 

 

（照査技術者） 

第 1-5 条 

 

（担当技術者） 

第 1-6 条 

 

(配置技術者の確認） 

第 1-7 条 

 

(保険の加入） 

第 1-8 条 

 

第 2 章 作業条件 

（作業条件） 

第 2-1 条 

 

（参考図書） 

第 2-2 条 

 

（貸与資料） 

第 2-3 条 

 

(参考図書及び 

貸与資料の取扱い) 

第 2-4 条  

 

第 3 章 作業内容 

(作業項目及び数量) 

第 3-1 条 

 

 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 本業務は、国営造成土地改良施設防災情報ネットワークのシステム開発及び一連

の関連業務及びセキュリティ管経の業務内容を把握し、現行サーバのクラウド化の

検討及びＯＳバージョンアップによる現行システムへの影響について検証するこ

と並びに Edge 移行に伴う動作検証と設定作業の実施を目的とする。 

 

 

 

変更なきにつき省略 
 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

本業務における作業項目及び数量は、別紙１の設計作業項目内訳表に示すとおり

である。 
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項  目 内                容 

(作業の留意点) 

第 3-2 条 

 

（技術提案の履行） 

第 3-3 条 

 

第 4 章 打合せ 

(打合せ) 

第 4-1 条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 章 業務管理 

（情報共有システム

の業務について） 

第 5-1 条 

 

第 6 章 成果物 

(成果物) 

第 6-1 条 

 

(成果物の提出先) 

第 6-2 条 

 

第 7 章 契約変更 

(契約変更) 

第 7-1 条 

 

第 8 章 定めなき事項 

(定めなき事項) 

第 8-1 条  

 

(再調査) 

第 8-2 条 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

共通仕様書第 1-10 条による打合せについては、主として次の段階で行うものと

する。 

また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

初 回 業務着手段階 

第２回 中間報告段階 

第３回 中間報告段階 

最終回 報告取りまとめ段階 

なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ

記録簿を作成し、上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するも

のとする。 

 

 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

変更なきにつき省略 

 

 

 

 



（別紙１） 

設計作業項目内訳表 

作業項目 作業内容 数量 

当初 １変 

1.業務準備 防災情報ネットワークシステムのハードウェア及びソフトウェ

アのほか、過年度に実施したシステム開発及びセキュリティ関連

の業務内容を把握する。 

防災情報ネットワークの転送サーバの基本ソフトウェア（ＯＳ）

を検証するための模擬環境を設定する。 

本業務の実施に必要な情報の補足収集と整理を行い、業務実施計

画書を作成する。 

○ ○ 

2. ＯＳのバージョ

ンアップに伴う影

響の検証 

 

全国各地の国営造成土地改良施設に接続している基本ソフトウ

ェア（ＯＳ）のバージョンを、模擬環境上で現在の「ＭＳ2016」

から「ＭＳ2019」にアップして試運転し、防災情報ネットワーク

システムにどのような影響があるか検証し、システム改良の有無

（システム改良が必要な場合は、その影響範囲、概算費用）につ

いて検討を行う。 

○ ○ 

3. 現行システムの

クラウド化の検討 

現在オンプレミスとなっているサーバを以下の前提条件のもと、

現状の機能を踏襲したクラウド化の検討を行う。 

＜前提条件＞ 

○現行サーバは、機器賃貸借によるリース契約となっているが、

ネットワーク・ハードウェア機器は民間クラウド業者が提供する

サービスを利用する。 

○運用保守のための運用管理端末は利根川水系土地改良調査管

理事務所に設置する。 

○インターネット回線、DNS・メールサービスは民間クラウド業

者が提供するサービスを利用する。 

○常時監視は民間クラウド業者が提供するサービスを利用する。 

○中国四国調査管理所に設置されているバックアップサーバは

廃止し、機器のデータバックアップは民間クラウド業者が提供す

るサービスを利用する。 

なお、検討にあたっては、以下の点に留意すること。 

・オンプレミスで運用されている防災システムの現状を整理す

る。 

・防災システムのクラウド化による課題を整理する。 

・オンプレミスとクラウド化による経済性を比較し、コスト削減

が可能であるか検討を行う。 

・クラウド化した場合のシステム改良の有無（システム改良が必

要な場合は、その影響範囲、概算費用）について検討を行う。 

○ ○ 

4．プロジェクト計

画書の作成 

３．での検討結果を基に防災情報ネットワークシステムのクラウ

ド化整備と運用に関するプロジェクト計画書を作成する。 ○ ○ 



5．業務実施に必要

な資料の作成 

３．での検討結果を基に防災情報ネットワークシステムのクラウ

ド化を行うための、実施設計業務の実施に必要な作業項目表、特

別仕様書等を作成する。 
○ ○ 

6. Edge 動作検証 「Microsoft Edge」で防災システムの動作検証を実施し、防災シ

ステムの影響有無の検証を行い「動作検証報告書」にとりまとめ

る。 

－ ○ 

7. Edge 移行に伴う

対応及び設定作業 

検証結果に基づき、防災システムを Edge に移行するための対応

を行い、模擬環境において、動作確認を実施し、本番環境（防災

中央データセンター）に適用する。 

－ ○ 

8. 照査 照査計画書に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書

の作成を行う。 ○ ○ 

9. 点検取りまとめ 各作業項目について点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。 
○ ○ 

 


